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技術報告
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1.は じ め に

放射線管理にコンピュー タを利用することは,放 射

線の監視などの面について,以 前からよく行われてい

たが,個 人被曝の管理,放 射性物質の在庫管理,管 理

区域の出入管理などは原子力発電所など大規模な施設

以外ではあまり行われていなかった1)-4)。しかし,安

価で高性能なコンピュータの普及により,管 理の効率

化 ・省力化のためのコンピュータ 処理が可能となって

きた。

武蔵工業大学原子力研究所は,研 究用原子炉を所有

する原子炉施設であるとともに,放 射性同位元素(RI)

の使用施設でもある。本施設は当研究所の職員をは じ

め,本 学の学生 ・大学院生,文 部省共同利用者,一 般

利用者等が多く利用してお り,年 々その利用量が増大

している。この施設の管理区域への出入管理を効率化

・省力化するため,パ ーソナルコンピュータ(以 下,

パソ コンという)を 利用 して,出 入ゲートを制御する

管理システムを今回開発 したので,以 下に報告する。

2.機 器 の 構 成

Fig.1に 出入管理システム((株)アイコム製作)の ブ

ロック図を示す。システムはパソコン,出 入ゲー ト,

磁気カードリーダ(2台)か ら構成される。使用した

パソコンは 日本電気製PC-9801E(RAM 128kバ イ

ト)で,キ ーボード,カラーディスプレ(PC-KD551),

8イ ンチフロッピィディス クコニット2台(PC-9881

K),プ リンタ(PC-PR202)を 付帯している。

出入ゲート(タ カモリエンジニアリング製)は 管理

区域入口に設置され,ゲ ー トの開閉は,長 さ1mの パ

ーの上下によって行われる。また,バ ーの下には光セ

ンサが付いてお り,人 の通過を確認するとともにパー

が降 りている状態で通過した場合には警報音が鳴るよ

うになっている。磁気カードをカードリー ダに通 す

と,ゲ ー トのバーが上昇 して通過することができる。

バーの上昇している時間は3秒 間で,3秒 以 内に通過

しない場合にはバーは再び下降する。また,停 電の場

合には,バ ーの根元のねじをはずしてバーをすぐに取

りはずせる構造になっている。出入ゲートとパソコン

との接続はパラレルインターフェース(コ ンテ ック製

ACO/DCO-8)で 行 っている。

Fig. 1 Block diagram of access control system.

磁気カードリーダ(シ ステム機器製SKP-001C手 動

スキャン式)は 入室側と退室側の2箇 所に設置され,

磁気カー ドよりカー ド番号(6桁)を 読み取る。Fig.

2に 使用している磁気カー ドの例を示す。表面にはエ

ンボス文字でカード番号(6桁)と カナ氏名(30文 字)
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Fig. 2 An example of magnetic card.

が記入されている。当研究所は大学の共同利用施設で

あ り,そ の他の一般利用も行 っているので,年 に1-

2回 のみ利用する外来研究者が多数いる。このためカ

ー ドに氏名を記入せず,利 用区分のみを記入したカー

ドを作 っている。カー ド番号6桁 の うち上位2桁 は利

用区分を表わすものである。カードの裏面には管理区

域への立入時の注意事項が記入されている。磁気カー

ドリーダとパソコンとの接続はRS232Cイ ンターフ

ェース(日 本マ イクロコンピュータ製PSB-91II)で 行

っている。

3.ソ フ トウエアの構 成

Fig.3に ソフ トウエアの構成を示す。プログラムは

BASIC言 語で書かれており,入 退室管理プログラムの

他に,シ ステムのバ ックアップ,フ ロッピィ初期化お

よび日付時刻セ ットのプログラムがある。入退室管理

プログラムはさらに,ゲ ー トの開閉,入 退室状況一覧

の表示,出 入記録の印刷および磁気カー ドの登録の処

理からなる。このうち,ゲ ー トの開閉は割 り込み処理

で,他 の処理を行っているときでも優先的にゲートの

開閉を行 うことができる。

管理プログラムで使用するファイルは主に次の3種

類であ り,8イ ンチのフロッピィディスクに保管され

ている。

(1)IDマ スターファイル

ランダムファイルでユニット1の フロッ ピィディス

クに保管されている。内容はカード番号(6バ イト),

氏名(30バ イ ト),利 用可否のフラグ(1バ イト)で あ

り,1000人 分の情報が納められている。

(2)入 退室状況ファイル

ランダムファイルでユニット1の フロッピィディス

クに保管されている。内容はカー ド番号,氏 名,日 付

(6バ イ ト),入 室時刻(6バ イ ト),退 室時刻(6バ

イ ト),出 入 フラグ(1バ イト)で あ り,1日 分が納め

られている。1日 分としては400件 の大きさが用意さ

れ,毎 日更新される。

(3)出 入記録ファイル

シーケンシャルファイルでユニット2の フロッピィ

ディスクに保管されている。内容は カ ー ド番 号,氏

名,日 付,入 室時刻,退 室時刻であ り,1件54バ イ ト

の長さで,連 続的に何日分も入る。

つぎに各処理について述べる。磁気カー ド登録処理

では,カ ー ド番号,氏 名の修正,削 除,新 規登録をキ

ーボー ドとの対話形式で行 う
。二重登録のチェックも

行い,登 録結果はIDマ スターファイルに保管される。

氏名はカナ文字を用いているが,漢 字で表示すること

も可能である。

ゲート開閉処理では,入 室側のカー ドリーダに磁気

カー ドを通す と,カー ド番号がパ ソコンに読 み込ま

れ,ゲ ー トのバーが上昇 する。IDマ スターファイル

か らカー ド番号に対応する氏名を探し出して,デ ィス

プレにカード番号,氏 名,入 室時刻を表示するととも

に,デ ータは入退室状況ファイルに格納される。退室

の場合には,同 様に,退 室側のカードリーダに磁気カ

ー ドを通すと
,ゲ ートのバーが上昇し,デ ィスプレに

カード番号,氏 名,入 室時刻,退 室時刻が表示され,

入退室状況ファイルに退室時刻が加えられる。さらに

出入記録ファイルに同じ情報が書き込まれる。このよ

うにランダムファイルの入退室状況ファイルとシー

ケンシャルファイルの出入記録ファイルを別々に作って

おくことにより,カ ー ド読取り時の処理が高速で行わ

れ,か つ出入記録ファイルが少量で済むことになる。

1日 平均延べ100人 の出入があったとしても,1枚 の

フロッピィディスクで約5か 月分の出入記録のデータ

を保管することができる。また,停 電などで急にシス

テムが停止した場合にも,出 入情報がフロッピィディ

スクに残っているので,す ぐに復帰す ることがで き

る。Fig,4に デ ィスプレ画面の表示例を示す。出入の
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Fig. 4 An example of indication of display.

Fig. 5 Print out of entrance and exit record.

都度,氏 名,時 刻等が表示される。最下行には現在の

入室者数,本 日の延べ人数,フ ァイル中の総人数が表

示される。

入退室状況一覧処理では,現 在の入室者の一覧や,

本 日の現在までの退室者の一覧がディスプレに表示さ

れる。これはキーボー ドのファンクションキーを押す

ことによりいつでも行 うことができる。

出入記録印刷処理では,指 定された範囲の日付の出
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入 記録を出入記録ファイルより取 り出しプリンタに印

刷する。Fig.5に 出入記録の 印刷 例 を示す。日付別

に,個 人 ごとにまとめて,カー ド番号,氏 名,入 室時

刻,退 室時刻が印刷される。

4.ま と め

出入ゲートをパソコンで制御する比較的小規模な施

設のための,出 入管理システムを開発 した。このシス

テムは大変安価であるが,小 人数で効果的な出入管理

を行うことができるとともに,管 理区域への無断立ち

入 りの防止,入 室者の管理区域入室時間の正確な把握

が可能となった。また,将 来,パ ソコンとハンドフッ

トクロスモニタおよびTLDリ ーダを接続することに

より,RI施 設の汚染および被曝管 理に発展 させるこ

とが可能である。
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